イタリアの宮廷における食文化 by 北田,葉子
38 人文：’｝ls’研究所年報No　51
イタリアの宮廷における食文化
The　Culture　of　the　Meal　in　ltalian　Courts
北田　葉子
KITADA　Yoko
　本年度は、宮廷における「切り分け侍従」という
役職を中心とした考察を行った。まず切り分け侍従
の資格や職務について、当時のマニュアルをもとに
考察を行った（とくに利用したのは、V，　Cervio，11
Trinciante　con　1’Aggiunta　di　1～eale　Fusoritto，　a　cura　di
Emilio　Faccioli，　Firenze，1979である。同書の初版は
1581年に出版された）。切り分け侍従とは、宮廷で日々
の食事においても饗宴においても、切り分けずに食卓
まで運ばれてくる肉や魚、果物などを切り分ける役職
である。イタリアでは、皿などに押し付けてきるので
はなく、左手にもったフォークに刺して空中で切り分
けをすることが正しいとされていたため、かなりの技
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術のいる役職であった。この切り分けは一種のパ
フォーマンスでもあり、その華麗な切り分けによって
主人や客を楽しませることも求められた。この切り分
け侍従の役職に就任する者は、貴族や有力市民などの
高位の者が望ましいとされ、最低でもよい教育を受け
ていることが求められた。しかしかなりのテクニック
が必要な切り分け侍従のような役職に、ほんとうに貴
族や有力市民などが就いていたのであろうか。
　フィレンツェの宮廷給料簿をもとに、実際にどのよ
うな人物が切り分け侍従になっていたかについて分析
を行った。1540年から1670年までのフィレンツェの
宮廷給料簿に現れる切り分け侍従は、21人いる。彼
らの身分はそれほど高くない。封建的称号を持つ者は
誰もおらず、騎士の称号を持つものが2人いるだけで
ある。侍従や従者などの他の宮廷職では、封建的称号
を持つものが多数存在するのと比較すると、明らかに
彼らの身分は低いものとなっている。
　また彼らの出身を見ていくと、21人中フィレンッェ
の出身のものが3人、フィレンツェ以外のトスカナ大
公国出身のものが3人、イタリア人が8人、外国人が
1人、出身不明者が6人となっている。特色としては
まず外国人が少ないことがあげられる。切り分け侍従
以外の高位の宮廷職には外国の貴族などが多くいたの
に対し、外国人の切り分け侍従は1人しかいない。こ
の1人はキプロス島のニコシア出身のフランチェス
コ・ブオナミーチであるが、キプロスは1489年から
1571年までヴェネツィア領であり、このブオナミー
チも名前から考えて、ヴェネッィアにかかわるイタリ
ア人と考えるのが妥当であろう。したがって、実質上
外国人はゼロということになる。またイタリアと言っ
ても、かなり各地に出身が分散している。ナポリ出身
が1人、ボローニャ出身が1人、ローマ出身が1人、
教皇領のペルージャ出身が1人、サッビオネタ出身が
1人、マントヴァ出身が1人、ローディ出身が2人（同
じ姓）である。フィレンツェ人は3人いるが、同じ家
の出身ではなく、出身階層もかなり異なる3人であり、
トスカナ大公国出身者も異なる出身地域の者たちであ
る。したがって、切り分け侍従は出身地に関係なく、
その技術があるものをリクルートしていたのではない
かと考えられるである。
　また全21人の切り分け侍従の中で、この仕事しか
行なっていないものは13人いる。それ以外の7人は、
食事監督官などやはり食にかかわる役職に就く者が多
い。しかし他の役職に就いた者の多くは、1年あるい
は数年のみ他の役職についており、その後また切り分
け侍従に戻るものが多い。したがって、切り分け侍従
の多くは、あくまで切り分け侍従としてのテクニック
のために雇用されていたと考えられる。
　次に切り分け侍従の職に就いていた者が、単身宮廷
に入ったのか、一族のほかの者が宮廷に入っていたの
かについて分析した。既に宮廷に複数の役職者を送り
込んでいる家から切り分け侍従になった例が多けれ
ば、一族内で手先の器用な者を切り分け侍従として宮
廷に送りこんでいたと考えられるし、ある程度有力な
家から切り分け侍従が出されていたことを示す。一方、
一族とは関係なく一人でフィレンツェの宮廷に入った
ものが多ければ、それは個人的な技量によって、切り
分け侍従がリクルートされていたことを示し、教育や
訓練は行なわれておらず、既に技量を持っていたもの
を雇うという慣例があったことを示唆することにな
る。結果として、21人の切り分け侍従のうち、宮廷
給料簿に同じ苗字のものが現れない人物は12人いる。
そのうちの10人は他の役職に就いておらず、切り分
け侍従としての技術を期待されて、単身フィレンツェ
の宮廷にやってきたものだったと考えられるだろう。
それ以外の9人も、同じ一族のメンバーの雇用時期や
役職などを考慮すると、1人を除いて一族と関係なく
切り分け侍従としての技量を買われてリクルートされ
たと考えられる。
　したがって切り分け侍従という役職は、報酬などか
ら考えてもかなり高位の宮廷役職ではあるが、かなり
のテクニックを必要とするため、切り分け侍従の習慣
が広まっているイタリアから、身分をあまり問わずに、
ある程度すでにその技術を持った者がリクルートされ
るものであり、宮廷に置いて教育や訓練はあまり行わ
れていなかったと考えられるだろう。
